


子どLノの力】じ`/_7夕この松

今烏 三 R予さんの真恢として

2年 生サ=夕夕tの 絵とかいてもらっ4_―。

そ旅と手にした時 ア 、ソと竺いた。

次の競問′独サ)でヽ,I美しヽがこみあ↓デ
)て
きて

アハハ/＼一――十_と笑ってしまった。

表れのそ会もその一枚でⅢある。



ま た が き

私も初めから夕電″Y鞍テこだっ/_‐ヤ9,すて
1はなしヽ。また′そイ′と十二づいて

の知識もなかった。ズは′理科の教材としてタモが生(れをからた方
なく勧茶左おめたのである。つまり_教押としての義務八かあ多|二し
たの力|ド′てもそうのなえてかで1ある。そ旅があ2θ数年ずちとつきん
っnⅢ る。今で|ま も う身餅てあれな↓Ⅲイ中である。

少し済日ってくると″高笠つ)にテ古してみをムなるのか兄人の島。夕毛歩
会の枚1剰読、研むタタsク や そ の他の推謙|ご借面七なく駄文こ革 LK
きた。そうとたも!のが少`したきっ/三。

今回 そ れらだ少し手≧j」えたり 討 らとく書↓ヽたもの二字!りて

この
ク
タモ試泉クとし/を,

内宗慮′民俗に関するわの″落章らしきもの′読後感/需装/震 八
註手′論期 t たヽtlのフ軍詳清与東料なと.行 体 |ユ免Ⅲ庁|ヨ金うつ推

負昼のたえのよラるものである。    ＼
従って″読んで1くだきる方|まンロ次なコ器 屯して′はうと開tiンと梁
と′ごろりと寝ごろんで言たんでしヽただきたしヽせ

イ子かか参をにしてし|ただ手たいなと`と人そ才しを芋ぼ注わなど1ク『うと

まクス、ッと失ってぃた7引すれ|ゴあ↓デa'た院ぐ

券 転 試したもの'Fついて|ゴメての広声庁重戦示して片くのか
｀
当ぷで

あるかレこのきた|=丹合う林|二′声るう夫幸も皮えたものがタ
いの0省 崎させてし`ただく。          ‐
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書又とクをの都三止ずけると 茅 1歩推P二志く振り上十デ'他の

貯ご|ま体重うろあ|デつま航 って患ぃ無IFある物二抹ととる旅|二
する。中,ご|」夕とがツクEぅ とする紘 熊だととた`ナ 書 兵こ蜀か

すと′そイ(IFつイt〔夕おサ=左十二走↓)きわるのも月ら才(た。

書ア、産体に触フ十こると′すぐしかみヴき杯帯とかけたり噛みヴガ

た1)′谷 q受 物|ご対するのと同げきな作童するわのもあった。

グモはF/8か,=合打昆虫に対する建友左とったり′故主さ|する動
き≧したrリッ或

'1韓
視す寮圭 規 せた″|とたのですこぷるたヽ考

しろかった。ただ′イ田体救つ一春多びフたコクサ子7″この乃と'全て

,押 複された三と|ま泳しさ左通り選 して晴立たとかった。舌入
‐
で

そ目とお導■ てぶヤろうかと!こった力!(口寺亥」によラてデ岳動むrんヵl')

ので'1まなかろぅカド?)と 考えるかすと腹主|ますく
1わ`きまったて)去

なから立秋る示よ控共首伊熊メこであると尺うといささか娃しくもなTれ

さてタヨク寸ク
け
こび2″体だりし】て,よ,と 固左卜し,車戸′昼′

要と5回廷フヽご|」びイF体サニつし|て東験してみた。ところか
'′
本F立

らず反ゐ逮になしヽ。 )やっとのことでⅢ2イ回みホだ!ナ汐ドえ兎して
くオてた。ての1虐″谷愛炭体で′走1)寄ちて吉ヌ、にしかみつし`た,
ての21よ,脅体でヽ′あわてて卜)ネル重通ってし,デみに逃げ

|コ
ん

だと叔験体は′玄わ体 ～ 頭広小であフたわV′結局″東款にして

5θ仰林瑠YI行の反入も示さなかクた。

く 体 こと夏える夕こ

夕この中IEIよ夕和」)款と与えると 競 的 に体とと皮える七夕のカド

ある。/T/T>|コカネグこ′チュウガ汐>□つネク毛タヨ砂ゲ`シロ

カネグモ,キ ララシ|フ巧ネグをノキイ|ヨハラダ乃グ毛/ウ |ヨゴア

>ナザタ
1を″ヨ移
tネ
Lメタ
1を
みそ才rである。

これ率の夕こと続 で央くとヵヽオ南文rるとつⅢすると´その妨向′

(12)



美しいなこ (正確|二1胡勲初色求の か
｀
デ5ない色|ご皮うのであるっ

この体色泌 ヒーの検子からかけると″2君▼にすること力Vで'さるっ即
ろ、湾房羊|まオオシ回力孝.′チュウ7t夕〉|ヨカネ.′ヨびフ,|ヨカネゥ
ウ回コアシナグ.でiあど)″B君執ま十ララ>ロクネッキイロハラダ
移'ノヨ移
1妹Lメグ毛で1ある。ま誌から|ごチュiラ移H夕〉ロヮネグ毛

とノ後識勢`ら,まキイ13/ラヽダをグをとす峰終として新明する。

力i漱による妊紋の之rL

左 白 孟め,尺廷

吉 球け款こ与えを1盲夜

シロ巧 たθ比7洗タタGあヵ〃ゴ父̀ え.ネ〔θC力)

チュ1シ存フ)回つネ_店 日当リノのモ【t 出`すセ栄算原サ軒骨鋼生えく

平|二家っK査 吾する。つ賄 色の寝静 =|よ貫海を条務が図示とた、点

う|ぅこっている。)|コ″ネli責白象で′そなか抜しヽ国家丸左文|ナて

キラキラ解平成|ままことサ=i夫ししヽ。

クモ左弟|テ簿 ると,て の競由′拝密彰薄舞1挙郵ユ太く(なる。(1ゴ

らく汝置してみくと白黙の状態だもと`る。壇斎烈二で七イヌお、[てン

この体こ及化左乗 tとのも足く|」なしヽっ

B詳 に展するものっ均
′ヒだ′養も妙旧重_定衆う酵 な考ので

ある。メ/詳のものでサよ う っかりとてし`ると /体をの及フた二と

■男落すEと をあるかし5詳 で|よ夕金色の夫しい夕こ〃|クーヽ十クと

捕えて見をβ力山
タオヤ"″聞重えた力な夕と環ずあたり圭見まわす

覆のもの。君i跡童かと竺翌2のものである。
`13)
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、tて ′

体
が
雑

キイ|ヨハラタ
｀
わグ毛

る rOとメ冴決 sナ/デぇ十a(アンθreとと,

十イロハラダ朽グモ|よ″本の

|ヽ赦や草由に円形解目塗擁る。

減部は勢のある黄をである。

え燦の具合で|ま主針空,ヮ多ぃて

月えう其といタモである。D群 の他

の夕この利海キブヲ,寺 ヨワ
Ⅲ!ネ。もごう

いった夫しさに出来するわのである。

さて,こ の☆金この腹孝|ま′組の林|ヱ冴ろかった再揚紐擁|:よ
うて小さく区麗き力tている。ク〔産剰泳すると′この再朽紳膝掲

ぐんぐんと核かり′きたたく向,二′全裕び泌 とのきたないキの

十二なる。ぶく夕ると′テ読 色の中だ′黒数の金技)析のわのカウや

してキラキラツ早いている。

青効 十`二屍ていると′このJさな金海|ご文弟|=拡かちてフグモ燿

えのこ彩にかえる。

この実としワ 象1古′芋ララ>|ヨウネグこでもコυ
‖
ホLメ ク
Wを
で

も同性ことで`ある。後;くぺき=とである。ところで,同
一在財i室

運行予む|二京暢款してしヽると′さっ|まり皮色しなくなる,こ れもノ生

ルの生活左験 する若|二Yフて13夕かもLろ い手の
一つである。

疲この換傘罰=つレⅢて|きまだ明らわ`にさ才
″していなし理言うであら,

才」泳1王よって生じた生延茸ク及化び室素紳地と力l族し′その中|=わ
るを売粧窃夕勲漂兵させるリモβ行呆ノ透明となフた皮ふヽ室透L

て/体内きらのこが見えるのではなかろう″つ`と想象してし|る。

こ″|ま′まだi募のような想移質ある。由重っただ像であるかわ
知れないが。  こ のようるだ豚とすることも祝察する右の柔し

みの一つで卜あリン言勤 らヽも会ヤ労ゼ丸壱ずで壮)ある。
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フワログ守 ドリヒメバチ >

ヨッパシショウジョウグ
1毛

Sナリaノメダ″観G沈

(Sメ汀メcレ2どr)

と そ の産室

フグログモャド|ブ仁メ/'ミチ(中子 ク知づ産私が初めて林兵t

たのぼ″
/レ2.ワ ,と ,吾知帝南ズ万にた抑 た百ッパ>

ン当ウショウクをの友宣からであった。

ヨッパ
｀
>。|き″氷田 断々惨の革蔵|=円網左垂遺|=族って野

るノト型のタモである。

体長′♀4陥k肉 外′むS胸 門1勺外。餌本走八ありっ背弔揚こ
′胞イ杓こより競 あり。河ケ按軍揚宮系色β蔵若「りF形″虐昔↓よ1玖ヶ

ないものサき舌黄者の勉だ貿岸フ対わり′億回石は二才(|ご困とヽ)八長

すると/企搭ホ移色ぞtρ′だこの比|三中央と_司炉」|二台
ハシど空盪余

刀わ香毛|のなコ受果′か
Ⅲ
夕いラ章2目 を生。♀1古ンな,ヽ谷13宝武体

～本体ミま二年。ダ～あ周フ塗卯′モノとよr)茎生tiをキのぼ『～ヮ月

差卵。こたよr)斉生したうのは車からの様死なとで警 。/当'PI=

当って|ょ′ィネ、チザヤなとつ!舞走を持|サ尚|ずて長ふ」
～0別デ々

の左宮約ち使る。う酵箕ノ0～ヲJゎた幼フイ衆′左室の夕阿貿」産ふててい

(|『 )

設
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